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一　

島
津
氏
と
稲
荷
・
狐
の
関
係
史

　

泗サ
チ

川ヨ
ン

の
戦
い
と
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
泗

川
新
城
を
舞
台
と
し
た
島
津
軍
と
明
・
朝
鮮
軍
と
の
戦
い
の
こ
と
で
あ
る
。

泗
川
新
城
は
、
釜
山
か
ら
直
線
距
離
で
八
十
㎞
ほ
ど
西
に
あ
た
る
慶
尚
南
道

西
部
の
船
津
浦
の
東
岸
に
築
か
れ
て
い
た
。
島
津
軍
は
、
こ
の
新
城
と
そ
の

東
北
に
位
置
す
る
泗
川
旧
城
か
ら
合
戦
を
展
開
し
て
い
た
が
、
菫
一
元
が
率

い
る
明
・
朝
鮮
軍
が
九
月
十
八
日
に
晋チ
ン

州ジ
ユ

に
到
着
す
る
と
、
泗
川
新
城
に
軍

勢
を
集
結
さ
せ
る
策
を
と
っ
た
。
そ
し
て
明
・
朝
鮮
軍
は
、
九
月
二
十
八
日

に
川
上
忠
実
の
軍
勢
が
籠
も
る
旧
城
を
落
と
し
、
十
月
一
日
に
新
城
に
押
し

寄
せ
た
。

　

こ
の
と
き
城
内
で
は
、
六
十
四
歳
の
総
大
将
島
津
義
弘
が
小
規
模
な
交
戦

を
禁
じ
て
防
御
体
制
を
と
り
、
攻
城
軍
が
城
内
へ
押
し
入
る
ま
で
引
き
つ
け

て
鉄
砲
・
弓
矢
で
防
戦
し
た
。
交
戦
の
最
中
、
火
薬
箱
が
暴
発
し
た
こ
と
で

攻
城
軍
が
混
乱
に
陥
る
と
、
そ
れ
を
機
に
義
弘
は
総
攻
撃
を
指
示
、
島
津
軍

は
城
門
の
外
へ
と
打
っ
て
出
た
。
義
弘
・
忠
恒
親
子
も
自
ら
敵
を
討
ち
取
っ

た
と
い
う
。
こ
の
戦
い
で
攻
城
軍
は
態
勢
を
崩
さ
れ
て
敗
走
、
島
津
軍
は
こ

れ
を
五
里
離
れ
た
晋
州
ま
で
激
し
く
追
撃
し
、
大
勢
を
討
ち
取
っ
た
。

　

な
お
、
同
年
八
月
十
八
日
に
す
で
に
秀
吉
が
歿
し
て
い
た
が
、
そ
の
事
実

は
秘
さ
れ
、
京
都
で
は
最
後
の
和
平
工
作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
秀
吉
の
死

と
撤
退
の
方
針
を
知
ら
せ
る
使
者
徳
永
寿
昌
・
宮
木
豊
盛
が
釜
山
に
着
い
た

の
は
、
ま
さ
に
泗
川
の
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
た
十
月
一
日
の
こ
と
で
、
使
者

が
泗
川
新
城
に
着
い
た
の
は
そ
の
一
週
間
後
で
あ
っ
た
。
十
月
十
三
日
に
和

議
が
な
り
、
島
津
軍
は
十
一
月
十
九
日
に
新
城
を
離
れ
、
二
十
二
日
に
釜
山

に
集
結
、
以
後
日
本
軍
の
撤
兵
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　

先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
泗
川
の
戦
い
前
後
の
動
向
を
整
理
す
れ

ば
、
以
上
の
よ
う
に
概
説
で
き
よ
う１
。
こ
の
十
月
一
日
の
戦
い
の
折
、
島
津

軍
に
勝
利
を
も
た
ら
す
奇
瑞
が
現
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
白
狐

と
赤
狐
が
戦
場
に
駆
け
出
た
の
だ
と
い
い
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に
島
津
氏
に
対

す
る
稲
荷
神
の
加
護
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
泗
川
の
戦
い
で
の
島
津
軍
の

勝
利
を
回
顧
す
る
際
の
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
長
く
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

泗
川
の
戦
い
に
お
け
る
奇
瑞
の
演
出

│
│ 

島
津
氏
を
護
る
狐
の
こ
と 

│
│
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と
こ
ろ
で
、
近
世
島
津
氏
が
清
和
源
氏
を
公
称
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
二
月
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
同

二
十
年
九
月
に
完
成
し
た
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（
以
下
、
寛
永
系
図
と
略
称
）

に
は
、
島
津
氏
初
代
忠
久
を
源
頼
朝
の
長
庶
子
（
頼
家
・
実
朝
の
兄
）
と
す
る

次
の
よ
う
な
由
緒
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
│
│
比
企
能
員
の
妹
丹
後
局
が

頼
朝
の
子
を
妊
っ
た
。
妬
む
政
子
を
畏
れ
て
局
は
上
方
に
逃
れ
た
が
、
摂
津

国
住
吉
で
宿
も
見
つ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
産
気
づ
き
、
大
雨
が
降
る
夜
、
住
吉
大

社
の
籬
の
傍
の
石
の
上
で
男
子
を
生
ん
だ
。
こ
れ
が
忠
久
で
、
治
承
三
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
由
緒
に
は
暗
闇
の
中
で
出
産
す
る
丹
後
局
を
助
け
る
狐
火
の
奇
瑞
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
忠
久
の
と
き
以
来
連
綿
と
続
く
、
稲
荷
と
島
津
氏
の

密
な
る
関
係
史
の
存
在
を
示
唆
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

…
…
時
大
雨
甚
闇
。
忽
有
産
気
。
乃
入
社
辺
籬
傍
踞
石
上
時
、
会
狐
火

照
晴
、
遂
生
男
子
。
即
忠
久
也
。
時
治
承
三
年
也
。
至
今
号
其
石
称
産

石
。
住
吉
末
社
有
稲
荷
。
蓋
其
夜
狐
火
者
此
神
之
助
也
。
故
号
嶋
津
稲

荷
。
嶋
津
家
以
雨
為
嘉
瑞
者
亦
此
故
也
。
…
…

 

（『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
清
和
源
氏
丙
一
／
義
家
流
／
為
義
流
／
嶋
津
）

こ
れ
以
後
、
島
津
氏
を
清
和
源
氏
と
す
る
主
張
や
理
解
は
、
幕
府
の
公
認
を

得
た
こ
う
し
た
由
緒
と
表
裏
一
体
の
形
で
領
国
内
外
に
広
く
流
通
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る２
。

　

史
料
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
の
島
津
光
久
宛
の

口
宣
案
以
降
は
公
的
文
書
に
お
い
て
源
姓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

前
の
島
津
氏
は
基
本
的
に
藤
原
姓
を
用
い
て
い
た
。
寛
永
系
図
作
成
に
向
け

て
薩
摩
藩
も
藩
内
の
情
報
を
整
理
し
て
幕
府
へ
の
呈
譜
を
行
っ
た
わ
け
だ

が
、
薩
摩
藩
・
島
津
氏
側
は
自
ら
が
提
出
す
る
源
姓
由
緒
に
自
信
が
な
く
、

そ
れ
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
編
纂
を
中
心
的
に
担
っ
た
林
羅
山
ら
と
極

め
て
慎
重
に
、
か
つ
入
念
に
や
り
と
り
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る３
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
十
七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
島
津
氏
を
源
姓
と
す
る

認
識
の
認
知
度
は
領
国
内
外
に
お
い
て
相
当
に
低
か
っ
た
と
み
ら
れ
、
し
た

が
っ
て
、
寛
永
系
図
が
載
せ
る
由
緒
を
そ
の
ま
ま
十
六
世
紀
以
前
の
島
津
氏

が
持
っ
て
い
た
自
己
認
識
と
し
て
自
明
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。

　

寛
永
系
図
の
こ
ろ
、
島
津
氏
は
な
ぜ
先
に
示
し
た
よ
う
な
由
緒
を
公
称
と

し
て
選
び
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
己
規
定
を
し
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
問
い
を
解
く
た
め
に
は
、
ひ
と
つ
に
島
津
氏
と
稲
荷
・
狐
の
関
係
に

つ
い
て
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
へ
と
続
く
中
世
近
世
移
行
期
に
お

け
る
実
態
を
多
角
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
い
わ

ゆ
る
慶
長
の
役
の
最
終
局
面
で
あ
る
泗
川
の
戦
い
に
お
け
る
狐
出
現
の
奇
瑞

は
、
寛
永
系
図
に
至
る
前
史
と
し
て
極
め
て
重
要
か
つ
示
唆
的
な
出
来
事
と

考
え
ら
れ
る
。
前
稿４
に
お
い
て
私
は
、
十
七
世
紀
半
ば
以
降
に
こ
の
出
来
事

が
薩
摩
藩
士
た
ち
に
与
え
た
影
響
力
の
大
き
さ
に
つ
い
て
論
じ
た
の
だ
が
、

本
稿
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
次
の
分
析
段
階
と
し
て
、
こ
の
奇
瑞
の
事
実
性

を
問
い
直
し
、
さ
ら
な
る
分
析
に
向
け
た
地
固
め
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。

二　

泗
川
の
戦
い
に
お
け
る
奇
瑞

　

奇
瑞
の
内
容
は
、
島
津
軍
の
総
大
将
島
津
義
弘
（
兵
庫
頭
）
か
ら
京
都
滞

在
中
の
兄
義
久
（
龍
伯
）
の
も
と
へ
た
だ
ち
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
義
弘
注
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進
状
の
一
部
を
引
用
し
た
義
久
の
書
状
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

Ⅰ
高
ら
い
よ
り
の
条
数
之
内

一
先
札
ニ

大
方
雖
申
上
候
、
其
砌
取
紛
申
候
間
、
巨
細
申
上
候
ハ
ず
候
、

当
城
ヘ
敵
取
懸
候
刻
、
大
手
よ
り
白
狐
一
疋
敵
ニ
向
出
合
候
、
即
白
狐

み
え
た
る
所
よ
り
敵
を
う
ち
は
じ
め
申
候
、
又
水
之
手
よ
り
赤
狐
二
疋

敵
勢
ニ
出
向
、
頓
而
於
戦
場
赤
狐
一
疋
疵
を
か
う
ぶ
り
戦
死
候
、
誠
々

前
代
未
聞
之
儀
、
無
比
類
事
共
に
て
御
座
候
、
当
国
在
陣
中
つ
ゐ
ニ
み

え
ず
候
て
、
今
度
あ
ら
ハ
れ
候
、
御
神
慮
中
々
申
も
疎
ニ
候
、
今
度
之

大
利
少
も
非
私
之
儀
候
、
い
よ
〳
〵
御
信
心
之
外
御
坐
あ
る
ま
じ
き
と

申
計
候
、
以
上

従
高
麗
之
書
面
う
つ
し
候
て
差
下
候
、
然
者
当
家
御
弓
箭
之
時
、
毎
々

御
稲
荷
御
つ
げ
ど
も
御
座
候
キ

、
乍
去
此
度
之
ご
と
く
あ
ら
た
な
る
儀
、

武
庫
如
被
仰
誠
前
代
未
聞
ニ

候
、
さ
て
は
冨
之
隈
御
稲
荷
御
神
前
に
て

先
御
神
楽
を
上
、
又
御
祈
念
所
に
て
御
本
地
供
百
座
被
行
、
御
礼
御
申

可
有
之
候
、
急
度
其
分
別
肝
心
候
、
か
し
く
、

　
「
慶
長
三
年
」
十
一
月
五
日　
　
　

龍
伯
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
（
山
田
理
安
）
安 

（「
島
津
龍
伯
（
義
久
）
書
状５
」）

　

波
線
部
に
「
従
高
麗
之
書
面
う
つ
し
候
て
」
と
あ
る
の
で
、
直
前
の
一
つ

書
き
部
分
が
義
弘
か
ら
の
注
進
状
の
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に

は
、「
当
城
」（
泗
川
新
城
）
に
敵
が
押
し
寄
せ
た
と
き
、
大
手
か
ら
白
狐
一

匹
が
現
れ
て
敵
方
に
進
む
と
そ
こ
か
ら
敵
勢
を
打
ち
始
め
、「
水
之
手６
」
か

ら
は
赤
狐
二
匹
が
出
現
、
そ
の
う
ち
の
一
匹
は
戦
死
し
た
と
い
う
事
件
が
記

さ
れ
、
こ
れ
を
「
前
代
未
聞
之
儀
、
無
比
類
事
共
」
と
感
嘆
す
る
言
葉
が
綴

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
義
久
の
側
で
も
こ
れ
を
「
前
代
未
聞
」
の
「
御
稲
荷

御
つ
げ
」
と
受
け
止
め
て
い
る
。
本
書
状
は
、
弟
義
弘
か
ら
の
報
を
受
け
て
、

義
久
が
自
ら
の
居
城
で
あ
る
冨
隈
城
の
稲
荷
社
へ
御
礼
参
り
を
す
る
よ
う
、

家
老
山
田
理
安
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
赤
白
の
狐
の
出
現
は
ま
さ
に
島

津
氏
を
護
る
稲
荷
の
「
御
神
慮
」
に
よ
る
奇
瑞
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

泗
川
で
の
大
勝
利
を
伝
え
る
義
弘
か
ら
の
注
進
状
を
受
け
、
徳
川
家
康
以

下
五
大
老
と
呼
ば
れ
た
面
々
が
十
一
月
二
日
付
け
で
義
弘
・
忠
恒
親
子
に
宛

て
た
「
豊
臣
氏
五
大
老
連
署
状
」（『
島
津
家
文
書
』
四
三
九
）
は
、「
去
二
日

0

0

0

龍
伯
へ

御
注
進
状
、
昨
日
到
来
、
令
披
見
候
、」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
様
に
十
一
月
三
日
付
け
で
義
弘
親
子
に
宛
て
ら
れ
た
「
豊
臣
氏
奉
行

衆
連
署
状
」（『
島
津
家
文
書
』
九
九
〇
）
の
書
き
出
し
に
も
、「
十
月
二
日

0

0

0

0

竜

伯
老
ヘ
之
御
注
進
状
、
昨
日
二
日
到
来
、
令
拝
見
候
、」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
、
義
弘
か
ら
義
久
に
宛
て
ら
れ
た
戦
勝
報
告
の
注
進
状
は
、
泗
川

の
戦
い
の
翌
日
に
あ
た
る
十
月
二
日
付
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
右
傍

点
部
「
去
二
日
」、「
十
月
二
日
」）。
そ
れ
が
約
一
ヶ
月
後
の
十
一
月
一
日
（
同
傍

線
部
「
昨
日
」）
に
京
都
へ
届
き
、
翌
二
日
に
か
け
て
豊
臣
政
権
中
枢
部
の
人
々

に
回
覧
さ
れ
た
（
同
波
線
部
「
昨
日
二
日
」）
と
い
う
経
過
を
把
握
で
き
る
。

　

な
お
、
先
の
「
島
津
龍
伯
書
状
」
は
「
先
札
ニ

大
方
雖
申
上
候
、
其
砌
取

紛
申
候
間
、
巨
細
申
上
候
ハ
ず
候
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

義
弘
は
ま
ず
は
泗
川
で
の
勝
利
を
義
久
宛
の
「
先
札
」
に
記
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
狐
出
現
の
奇
瑞
に
言

及
し
た
書
面
を
し
た
た
め
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
義
久
宛

書
状
が
こ
の
と
き
義
弘
か
ら
発
信
さ
れ
た
よ
う
で
は
あ
る
。
た
だ
し
、
船
を

用
い
ざ
る
を
得
な
い
海
を
挟
ん
だ
伝
達
路
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
奇
瑞
の
知
ら
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せ
を
受
け
て
早
く
も
十
一
月
五
日
に
、
義
久
が
国
元
の
家
老
山
田
理
安
に
そ

の
対
応
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
れ
ば
、
奇
瑞
に
つ
い
て
記
し

た
「
書
面
」
は
「
先
札
」
と
同
じ
十
一
月
二
日
も
し
く
は
そ
の
直
後
に
京
に

到
着
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
義
弘
は

こ
の
奇
瑞
の
こ
と
を
、
泗
川
の
戦
い
で
勝
利
し
た
あ
と
た
だ
ち
に

0

0

0

0

書
き
記
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
の
諸
戦
場
に
お
い
て
島
津
氏
を
護
る
狐
の
奇
瑞
が
現
れ
た
こ
と

を
語
る
文
献
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
実
は
そ
れ
ら
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
十

七
世
紀
以
降
に
回
想
的
に
記
さ
れ
た
文
献
な
の
で
あ
り
、
奇
瑞
の
直
接
体
験

者
が
体
験
の
直
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
記
し
た
と
い
う
例
は
、
泗
川
の
戦
い
で

の
こ
の
事
例
を
除
く
と
皆
無
に
等
し
い７
。
そ
う
し
た
意
味
で
、「
当
家
御
弓

箭
之
時
、
毎
々
0

0

御
稲
荷
御
つ
げ
ど
も
御
座
候
キ

」
と
い
う
義
久
の
言
葉８
は
誇

張
表
現
と
み
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
泗
川
に
い
る
義
弘
か
ら
の

狐
出
現
の
奇
瑞
の
報
は
、
当
事
者
が
奇
瑞
体
験
の
直
後
に

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
れ
に
つ
い
て
自

ら
記
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他
の
多
く
の
文
献
に
記
さ
れ
た
奇
瑞
記
事
と

は
根
本
的
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
の
義
弘
の
迅
速
な
対
応
ぶ
り
は
、
一
見
す
る
と
、
戦
場
で
奇
瑞

に
接
し
、
激
戦
を
制
し
た
後
の
精
神
的
な
高
揚
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
よ
う

に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
解
釈
は
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下

で
は
、
義
弘
の
対
応
の
素
早
さ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
も
考
察
を
進
め
て

い
き
た
い
。

三　

薩
摩
藩
に
と
っ
て
の
〈
史
実
〉
と
「
覚
書
」

　

十
七
世
紀
に
入
り
、
徳
川
幕
藩
体
制
が
次
第
に
安
定
し
て
い
く
中
で
、
こ

の
奇
瑞
は
泗
川
の
戦
い
に
関
す
る
〈
史
実
〉
と
し
て
薩
摩
藩
内
外
で
扱
わ
れ

て
い
っ
た
。
と
く
に
藩
内
に
お
い
て
は
、
こ
の
出
来
事
の
当
事
者
で
あ
る
義

弘
自
身
が
奇
瑞
語
り
の
発
信
源
と
し
て
大
き
な
存
在
感
を
発
揮
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
論
じ
た
前
稿
で
注
目
し
た
の
が
、
元
和
年
間
に
八
十

歳
を
過
ぎ
た
最
晩
年
の
義
弘
が
、
十
九
歳
の
と
き
の
初
陣
以
来
の
戦
場
体
験

を
回
想
し
た
著
作
『
惟
新
公
御
自
記
』
の
記
事
で
あ
る
。
本
稿
で
の
分
析
に

と
っ
て
も
重
要
な
当
該
記
事
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

Ⅱ
…
…
慶
長
三
年
戊　

　

戌
十
月
一
日
、
如w

雲
霞q

寄
来
テ

而
取w

巻
要
害a

揚w

吐
気
声a

放w

鉄
炮a

種
々
戦
術
動
揺
轟w

天
地a

誠
ニ

難p

遁
消
息
也
。

夫
日
本
ハ

神
国
也

。
非w

ン
バ 

仏
天
之
擁
護
ニ

q

、
争
カ

開
ニ

w

此
運q

哉
。
平
生
之

信
心
在w

リ

此
時q

与
祈w

念
心
中a

…
…
於p

是
家
久
懸w

入
リ

猛
勢
之

中
ニ

q

、
自
砕p

手
被p

尽w

粉
骨z

見p

之
諸
卒
弥
成p

勇
斬
懸
ル

。
不
思

儀
ナ
ル

哉
、
白
狐
・
赤
狐
現
走
テ

入w

敵
軍
之
中z

即
稲
荷
大
神
之
御
告
無p

疑
也
。
哀
哉
、
両
狐
中p

矢
而
果
畢
ヌ

。
如p

此
因w

神
慮
之
深a

無p

量
リ

斬w

崩
猛
勢a

追p

亡
ル
ヲ

追p

北
ヲ

、
伏
事

p

尸
ヲ

不p

知w

幾
千
万z

流
ル

血
ハ

漂p

楯
。
而
集
ル

首
三
万
八
千
七
百
余
、
其
外
討
捨
ハ

不p

知p

数
也
。
日
本
開

闢
以
来
、
無w

比
類q

次
第
ト
云　

　

々
。
…
…

　

泗
川
の
戦
い
に
お
け
る
「
白
狐
・
赤
狐
」
の
出
現
と
そ
の
戦
死
が
語
ら
れ
、

そ
れ
が
「
稲
荷
大
明
神
之
御
告
」、「
神
慮
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
記
し

た
の
ち
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
七
月
二
十
一
日
に
義
弘
が
歿
す
る
と
、

以
後
本
書
は
藩
内
で
義
弘
の
遺
訓
の
ご
と
く
扱
わ
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
（『
島

津
家
歴
代
制
度
』
巻
之
二
「
御
代
々
仰
出
／
義
弘
公
」）。
そ
し
て
右
の
記
事
は
、

十
六
世
紀
の
島
津
氏
に
関
す
る
〈
史
実
〉
を
伝
え
る
当
事
者
の
証
言
と
し
て
、

藩
内
の
歴
史
理
解
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。
前
稿
で
は
こ
う
し
た
動
向
と
の
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関
わ
り
で
、
十
七
世
紀
半
ば
以
降
、
か
つ
て
の
戦
場
体
験
を
回
想
す
る
形
で

藩
士
た
ち
自
身
が
ま
と
め
、
藩
当
局
へ
提
出
し
た
「
覚
書
」
群
に
注
目
し
、

彼
ら
が
も
つ
十
六
世
紀
の
戦
場
体
験
が
、
覚
書
執
筆
時
の
諸
事
情
と
同
調
す

る
よ
う
な
形
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

以
下
、
前
稿
で
扱
え
な
か
っ
た
三
つ
の
記
事
を
示
し
な
が
ら
、
泗
川
の
戦

い
で
の
白
狐
・
赤
狐
出
現
の
奇
瑞
が
、
十
七
世
紀
以
降
の
薩
摩
藩
内
で
〈
史

実
〉
と
さ
れ
た
実
態
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

⒜
一
、
次
朝
夜
中
ニ

被
召
合
、
早
朝
よ
り　

忠
恒
様
御
馬
ニ

而
大
外
廻
り
を

御
覧
被
成
、
直
ニ

大
手
口
ニ

御
出
被
成
候
、
中
途
ニ

而
御
傍
衆
、
誰
と

は
覚
不
申
候
、
被
申
上
候
ハ
、
御
稲
荷
二
つ
敵
ニ
被
為
懸
候
、
御
勝

軍
ニ

而
可
有
御
座
候
、
目
出
度
御
座
候
与
被
申
上
候
、　

忠
恒
様
直
ニ

御
覧
被
成
、
御
拝
被
遊
候
、
猛
勢
ハ
程
近
く
寄
来
申
候
、
…
…

 
（「
伊
東
壱
岐
入
道
覚
書９
」）

⒝
一
、
漢
南
人
大
軍
相
亡
候
事
、
…
…
然
処
ニ
日
限
無
相
違
、
十
月
朔
日

巳
之
刻
、
弐
拾
万
騎
之
敵
、
御
城
を
取
巻
如
雲
霞
寄
来
候
、
義
弘
公

ハ
御
門
之
脇
右
之
矢
倉
江

被
遊
差
出
候
、
忠
恒
公
ハ
御
門
之
左
、
伊

集
院
源
次
郎
殿
モ

矢
倉
江

被
遊
御
差
出
候
、
御
鉄
砲
暫
被
遊
候
、
御
供

衆
も
左
右
方
の
矢
佐
間
よ
り
弓
・
鉄
砲
ニ
而

被
相
戦
候
、
忠
恒
公
頓
而

義
弘
公
御
矢
倉
江

被
遊
御
登
、
御
前
江

御
座
候
、
御
側
江

伊
勢
弥
九
郎

殿
被
為
居
候
、
敵
方
を
被
遊
御
覧
、
何
歟
与
御
意
候
処
、
何
方
よ
り

参
り
候
哉
、
赤
狐
・
白
狐
御
城
よ
り
戦
場
江

馳
出
候
、
御
両
殿
様
被

遊
御
覧
、
不
思
儀
之
由
御
意
ニ
而
虚
空
ニ

向
ひ
御
手
を
合
候
、
御
供

之
衆
も
是
ニ
勇
を
得
ら
れ
候
、
…
… 

（「
渕
辺
量
右
衛
門
朝
鮮
陣
覚
書Ａ
」）

⒞
一
、
慶
長
三
年
十
月
朔
日
ニ

、
帖
佐
衆
中
瀬
戸
口
弥
七
壱
人
戦
死
被
仕

候
、
并
稲
荷
敵
陣
ニ
走
入
候
間
、
半
弓
之
矢
ニ
当
り
候
而
死
申
候
、

御
城
之
北
方
之
岡
ニ

取
置
せ
被
成
候
事
、 （「
高
麗
入
并
関
ヶ
原
頭
書
覚Ｂ
」）

　

⒜
の
筆
者
伊
東
壱
岐
守
入
道
玄
宅
は
、
十
三
歳
の
と
き
忠
恒
の
身
近
に
仕

え
て
泗
川
の
戦
い
に
臨
ん
だ
（『
本
藩
人
物
誌
』）。
そ
の
た
め
、「
忠
恒
様
」

を
焦
点
化
す
る
目
で
こ
の
奇
瑞
に
言
及
し
て
い
る
。「
御
稲
荷
二
つ
」
つ
ま

り
二
匹
の
狐
が
現
れ
て
敵
に
懸
か
っ
て
い
っ
た
の
で
、
今
回
は
勝
ち
い
く
さ

に
違
い
な
い
と
い
う
報
告
が
ど
こ
か
ら
か
忠
恒
に
届
き
、
忠
恒
自
身
も
直
に

狐
を
目
撃
し
、
そ
れ
を
拝
し
た
と
あ
る
。
続
く
⒝
の
筆
者
渕
辺
量（
良
）右
衛
門
元

真
は
、
父
平
内
左
衛
門
元
秋
と
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
義
弘
に
仕
え
た
人
物

で
、
こ
の
と
き
十
六
歳
で
あ
っ
た
（『
本
藩
人
物
誌
』）。
そ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、

「
赤
狐
・
白
狐
」
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
戦
場
に
現
れ
、
折
し
も
一
所
に
い

た
義
弘
と
忠
恒
は
と
も
に
そ
れ
を
目
撃
し
、
虚
空
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ

た
と
い
う
。「
御
供
之
衆
」
が
意
気
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
も
語
り
添
え
ら
れ

て
い
る
。
⒞
で
も
稲
荷
の
出
現
と
戦
死
、
そ
し
て
泗
川
新
城
の
北
岡
に
葬
っ

た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
⒜
「
伊
東
壱
岐
入
道
覚
書
」
は
前
稿
で
扱
っ
た
「
出
水
衆
中
伊
東

玄
宅
申
出
」
と
、
⒞
「
高
麗
入
并
関
ヶ
原
頭
書
覚
」
は
同
じ
く
「
大
重
兵
六

覚
書
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
が
記
し
た
覚
書
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
記
事
内
容
は
同
一
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
出
水
衆
中
伊
東

玄
宅
申
出Ｃ
」
は
こ
の
奇
瑞
を
「
…
…
其
時
猛
勢
寄
来
申
候
ニ
、
御
稲
荷
二
つ

敵
ニ
掛
り
候
を
、
御
傍
衆
見
被
申
候
而
被
申
上
候
、
忠
恒
様
直
ニ
被
成
御
覧
、

御
拝
被
遊
候
、
…
…
」
と
記
す
が
、
こ
れ
と
⒜
の
文
章
は
明
ら
か
に
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
大
重
兵
六
覚
書Ｄ
」
で
は
、
瀬
戸
口
弥
七
の
討
死
と
稲
荷

の
奇
瑞
は
二
箇
条
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
⒞
で
は
一
括
さ
れ
て
い



〔　　〕18

る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
一
筆
者
の
覚
書
で
あ
り
な
が
ら
単
な
る
転
写
の
関
係

と
は
い
え
な
い
、
別
本
と
も
い
う
べ
き
覚
書
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
一
人
物
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
覚
書
を
ま
と
め
て
い

た
と
い
う
興
味
深
い
事
実
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
奇
瑞
が
そ
れ
だ
け

く
り
返
し
話
題
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
よ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
覚
書
作
成
の
営
み
は
薩
摩
藩
の
修
史
事
業
（
家
譜
編

纂
）
と
直
結
し
て
い
た
。
前
掲
「
出
水
衆
中
伊
東
玄
宅
申
出
」
は
そ
の
識
語

に
「
御
記
録
所
へ
入
用
」
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
⒝

「
渕
辺
量
右
衛
門
朝
鮮
陣
覚
書
」
の
識
語
に
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
八

月
二
十
七
日
に
渕
辺
が
「
御
記
録
方
」
の
御
用
の
た
め
に
、「
御
文
書
奉
行

平
田
清
右
衛
門
」
へ
提
出
し
た
由
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
は
藩
の
修
史
事
業
の

史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

そ
の
具
体
的
な
成
果
の
一
つ
が
『
征
韓
録
』
で
あ
る
。
本
書
は
薩
摩
藩
二

代
藩
主
島
津
光
久
の
長
男
綱
久
の
命
で
、
家
老
島
津
久
通
が
総
裁
と
し
て
編

集
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
完
成
し
た
。
幕
府
の
儒
者
林
鵞
峯
が
寄

せ
た
序
文
に
、「
以
テ

w

家
伝
ノ

之
所
ロ

q

ヲ

p

聞
ク

為
ス

p

本
ト

」
と
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
制

作
事
情
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
覚
書
は
そ
の
場
限
り
で
消
え
る
体
験
語
り

で
は
な
く
、
藩
の
公
的
な
〈
史
実
〉
を
確
定
す
る
営
み
の
中
に
し
っ
か
り
と

組
み
込
ま
れ
、
後
世
に
読
み
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
『
征
韓
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
泗
川
の
戦
い
で
の

奇
瑞
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

Ⅲ
…
…
去
レ
バ
新
寨
合
戦
ノ
初
メ
、
一
ノ
白
狐
出
現
シ
テ
、
敵
中
ニ
馳
リ

入
リ
、
種
々
ノ
奇
瑞
ヲ
ナ
ス
ニ
依
テ
、
義
弘
主
父
子
合
掌
シ
テ
心
中
ニ

祈
念
ヲ
ナ
ス
。
雖
モ

然
リ
ト

、
諸
士
・
雑
人
ニ
至
テ
ハ
、
不
知
之
。

少シ
バ
ラ
ク
ア
ツ
テ

　

 

焉
又
水
ノ
午
ヨ
リ
赤
狐
二
ツ
走
リ
出
テ

、
見
ル

モ
敵
中
ニ

飛
入
リ

ケ

ル
ヲ
、
義
弘
主
父
子
ヨ
リ
騎
兵
、
歩
卒
ニ
至
ル
マ
デ
、
其
体ア
リ
サ
マ勢
ヲ
見
テ
、

勇
ミ
進
マ
ヌ
者
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
剰
ヘ
赤
狐
一
ハ
半
弓
ノ
矢
ニ
中
テ
戦

場
ニ
死
ス
。
今
ニ
於
テ
、
城
北
ノ
地
ニ
、
一
ツ
ノ
崇
祠
ヲ
建
テ
、
歳
時

ノ
礼
奠
不
絶
也
。
…
…

前
述
の
制
作
事
情
か
ら
察
す
る
に
、
こ
の
記
事
は
『
惟
新
公
御
自
記
』
は
も

と
よ
り
、
各
種
の
覚
書
を
参
照
し
た
上
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
泗
川

の
戦
い
で
島
津
氏
を
護
る
狐
が
現
れ
た
と
い
う
奇
瑞
は
、
十
七
世
紀
後
半
に

は
薩
摩
藩
に
と
っ
て
の
〈
史
実
〉
と
し
て
普
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
『
征
韓
録
』
な
ど
を
通
し
て
藩
外
に
も
発
信
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
動
き
は
、
寛
永
系
図
が
載
せ
る
忠
久
誕
生
時
の
狐
火
の
奇
瑞
を
含

む
源
姓
由
緒
の
伝
播
と
も
並
行
し
、
相
補
的
に
島
津
氏
理
解
を
形
づ
く
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
薩
摩
藩
関
係
者
に
よ
っ
て
こ
れ
以
降
に
編

纂
さ
れ
た
史
書
類
で
は
、
こ
の
奇
瑞
は
現
実
に
起
き
た
出
来
事
と
し
て
記
さ

れ
続
け
て
い
く
の
で
あ
るＥ
。

四　
「
帖
佐
彦
左
衛
門
覚
書
」の
意
義
│
│
奇
瑞
の
事
実
性
│
│

　

た
だ
し
、
当
然
こ
こ
で
ひ
と
つ
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た

奇
瑞
は
本
当
に
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
義
弘
の
注
進
状
（
引
用
Ⅰ
参
照
）

の
内
容
は
あ
ま
り
に
も
で
き
す
ぎ
て
い
て
、
冷
静
に
み
れ
ば
実
際
に
起
き
た

出
来
事
と
は
考
え
に
く
いＦ
。
で
は
、
義
弘
が
伝
え
た
ほ
ど
に
は
劇
的
な
展
開

で
な
く
と
も
、
戦
場
に
狐
が
姿
を
見
せ
る
と
い
う
程
度
の
事
件
は
起
き
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
奇
瑞
の
事
実
性
自
体
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
た
こ
と
は
な
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か
っ
た
よ
う
で
あ
るＧ
。
近
世
以
降
、
こ
れ
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
踏
ま
え
つ

つ
薩
摩
藩
や
島
津
氏
の
武
威
を
語
る
動
き
も
生
じ
る
こ
と
と
な
るＨ
の
だ
が
、

そ
う
し
た
動
向
と
、
寛
永
系
図
以
降
の
薩
摩
藩
内
で
公
的
に
稲
荷
を
祖
神
・

氏
神
と
し
て
重
ん
じ
続
け
た
こ
と
と
は
明
ら
か
に
連
動
し
て
い
る
（『
西
藩
野

史
』、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
等
）。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
常
識
が
の
ち
に
培
わ
れ

て
い
っ
た
と
は
い
え
、
溯
っ
て
寛
永
系
図
に
先
立
つ
島
津
氏
と
稲
荷
と
の
関

係
も
そ
れ
に
類
し
た
も
の
と
し
て
自
明
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
十
六
世

紀
以
前
の
島
津
氏
が
も
つ
稲
荷
信
仰
の
実
態
や
、
と
く
に
寛
永
系
図
で
打
ち

出
さ
れ
た
〈
稲
荷
と
関
わ
る
源
姓
由
緒
〉
の
本
質Ｉ
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、

十
六
世
紀
の
最
末
期
に
実
社
会
で
の
影
響
力
を
持
っ
た
こ
の
奇
瑞
の
実
態
を

解
き
明
か
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

そ
の
際
に
ま
ず
留
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
こ
の
奇
瑞
を
記
し
た
諸
文
献

は
、
見
比
べ
て
み
る
と
大
小
さ
ま
ざ
ま
に
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、
か
つ
そ

れ
ら
の
中
に
は
共
存
し
え
な
い
内
容
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
事
件
直
後
に
記
し
た
義
弘
の
注
進
状
（
引
用
Ⅰ
参
照
）
で
は
白
狐
一
匹
、

赤
狐
二
匹
が
現
れ
、
赤
狐
の
一
匹
が
矢
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
と
あ
っ
た
も
の

が
、
同
じ
義
弘
が
記
し
た
『
惟
新
公
御
自
記
』（
引
用
Ⅱ
）
で
は
赤
と
白
の
狐

が
現
れ
、「
両
狐
」
が
死
ん
だ
と
あ
っ
て
、
両
者
の
間
に
ず
れ
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、『
征
韓
録
』

（
引
用
Ⅲ
）
は
義
弘
注
進
状
と
同
様
に
白
狐
一
匹
と
赤
狐
二
匹
（
つ
ま
り
計
三

匹
）
と
記
す
も
の
の
、
そ
の
編
纂
時
に
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
各
種
覚
書
に

は
、「
稲
荷
二
つ
」
と
明
言
す
る
も
の
、
数
や
毛
色
を
示
し
て
い
な
い
も
の
、

そ
の
戦
死
や
供
養
に
つ
い
て
記
さ
な
い
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
、
現
れ
た
狐
や

戦
死
し
た
狐
の
数
自
体
が
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、

同
じ
事
件
に
関
す
る
記
憶
や
理
解
の
焦
点
が
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
て

も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が
、
仮
に
本
当
に
そ
れ
を
目
撃
し
て
い
た
の
だ
と

す
れ
ば
、
自
ら
の
実
体
験
を
公
的
に
二
匹
と
証
言
す
る
か
三
匹
と
す
る
か
の

違
い
は
、
そ
の
記
載
内
容
の
信
憑
性
と
も
関
わ
る
が
ゆ
え
に
決
し
て
小
さ
く

は
な
い
。
と
く
に
当
事
者
で
あ
る
義
弘
自
身
の
発
言
が
、
事
件
直
後
と
晩
年

で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
や
は
り
重
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
征
韓
録
』

に
は
現
れ
た
狐
が
「
種
々
ノ
奇
瑞

0

0

0

0

0

ヲ
ナ
ス
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
他
文

献
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
奇
瑞
を
語
る
表

現
は
揺
ら
い
で
お
り
、
し
た
が
っ
て
や
は
り
違
和
感
が
残
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
泗
川
の
戦
い
に
言
及
し
た
数
あ
る
覚
書
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
帖
佐
彦
左
衛
門
覚
書
」
に
、
こ
の
奇
瑞
の
本
質
に
か
か
わ
る
貴
重
な
証
言

が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
覚
書
は
、
十
三
歳
の
と
き
か
ら
島
津
義
弘

に
仕
え
た
帖
佐
彦
左
衛
門
宗
辰
が
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
か
ら
慶
長
十

六
年
（
一
六
一
一
）
に
か
け
て
の
戦
場
体
験
を
、
自
身
の
武
功
・
名
誉
を
語

る
こ
と
に
軸
を
据
え
な
が
ら
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
彦
左
衛
門
の
父

淡
路
守
宗
治
は
義
弘
の
足
軽
大
将
を
務
め
た
と
い
う
（『
本
藩
人
物
誌
』）。

　

こ
の
覚
書
は
『
旧
記
雑
録
』
に
も
部
分
的
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、『
本
藩

人
物
誌
』
も
彦
左
衛
門
の
経
歴
を
記
す
際
に
こ
の
覚
書
を
利
用
し
た
と
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
現
在
は
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
、
都
城
島
津
邸
、

鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂

文
庫
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
な
ど
に
伝
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
玉
里
文
庫
本
に
は
島
津
久
光
が
「
平
田
宗
高
本
」
と
「
得
能
本
」
で

校
合
し
た
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
本
末
尾
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
寛
政

二
年
（
一
七
九
〇
）
に
は
帖
佐
家
（
彦
左
衛
門
の
末
裔
で
あ
ろ
う
）
に
一
伝
本
が
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伝
来
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
は
も
っ
と
多
く
の
場
へ
と
転
写

が
重
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
薩
摩
藩
内

で
は
諸
局
面
で
利
用
さ
れ
続
け
て
い
た
覚
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
るＪ
。

　

そ
の
本
文
中
に
、「
彦
左
衛
門
事
、
自
前
相
詰
普
請
方
、
或
ハ

糧
の
配
、

或
ハ

方
々
の
御
衆
遣
鉄
砲
の
玉
薬
等
ま
で
の
首
尾
被
仰
付
、
御
奉
公
仕
候
、」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
泗
川
の
戦
い
の
折
、
彦
左
衛
門
は
義
弘
・
忠
恒
に
仕
え

て
普
請
方
・
食
糧
や
鉄
砲
の
玉
薬
の
差
配
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
当
日
の
戦
い
の
様
子
と
奇
瑞
に
言
及
し
た
部
分
を
次
に
引
用
し
よ
う
。

A
一
、
御
両
殿
様
泗
川
江

在
陣
被p
成
候
処
ニ

、
朝
鮮
人
・
漢
南
人
を
催
し

弐
拾
万
の
勢
を
以
押
来
ル

。
此
泗
川
は
三
方
ハ
海
、
一
方
ハ
入
江
の

川
あ
る
所
也
。
然
バ
、
此
川
向
ニ

は
北
郷
加
賀
守
殿
・
島
津
図
書
頭

殿
両
大
将
に
て
、
軍
兵
を
備
へ
相
待
け
る
。
敵
の
大
勢
攻
来
ニ

向
て

相
戦
と
い
へ
ど
も
、
依p

無w

勝
利q

、
川
を
前
ニ

置
き
防
ん
と
て
此
方

の
岸
ニ

引
退
バ
、
敵
勝
に
乗
て
川
中
に
打
入
々
々
攻
来
れ
共
、
弓
・

鉄
砲
一
つ
も
不p

射
、
矢
衾フ
ス
マ・
鑓
襖フ
ス
マを
作
て
下
知
を
待
処
ニ

、
敵
川

中
ニ

備
入
、
此
方
の
岸
に
上
ら
ん
と
す
る
時
、
図
書
頭
殿
・
加
賀
守

殿
さ
ひ
は
い
を
以
下
知
を
成
し
給
へ
バ
、
味
方
の
勢
、
矢
先
を
揃
へ

指
詰
引
詰
射
伏
け
れ
バ
、
敵
利
を
失
ひ
ふ
た
め
く
処
ニ

、
敵
軍
の
内

に
何
と
や
し
た
り
け
ん
、
塩
焇
壷
に
火
が
落
入
て
余
多
ニ
移
り
、
鳴

り
渡
ル

事
百
千
の
雷
の
ご
と
し
。
依
て
敵
敗
北
の
色
見
ゆ
る
処
ニ

、　

義
弘
様
左
之
方
よ
り
白
糸
威
の
鎧
武
者
・
赤
糸
威
ノ
鎧
武
者
、
二
騎

連
て
か
け
入
を
、　

義
弘
様
御
覧
じ
て
、「
時
分
は
能
き
ぞ
。
切
頽ク

ズ
セ」

と
被
仰
て
、　

御
両
殿
様
と
も
に
敵
の
中
ニ

御
馬
を
乗
入
給
へ
バ
、
味

方
の
軍
兵
我
先
ニ

と
乱
入
、
に
げ
ゆ
く
敵
の
大
勢
を
悉
く
切
頽
せ
バ
、

晋
州
の
川
際
ま
で
追
頽ク
ズ
シ

 

切
つ
め
、
敵
三
万
八
千
七
百
余
の
頸
を

取
リ

、
得w

勝
利q

給
ふ
な
り
。　

忠
恒
様
御
実
検
事
す
ん
で
、
則　

義
弘
様
御
勝
吐
気
を
挙
ゲ

給
ふ
。
其
闇ヒ
ヾ
キ

 

四
方
に
聞
へ
わ
た
る
や
う
に

あ
り
。
千
秋
万
歳
、
目
出
度
御
事
な
り
。
彦
左
衛
門
な
ど
か
ゝ
る
御

代
ニ

生
れ
、
武
勇
の
本
望
を
達
シ

申
候
。

二
十
万
の
敵
が
押
し
寄
せ
る
中
、
島
津
軍
は
弓
・
鉄
砲
を
使
わ
ず
に
敵
を
引

き
つ
け
、
敵
が
川
を
渡
っ
て
こ
ち
ら
の
岸
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
図

書
頭
（
家
老
の
島
津
忠
長
）
ら
の
下
知
に
よ
っ
て
矢
い
く
さ
を
開
始
し
た
。
敵

軍
は
慌
て
ふ
た
め
き
、
そ
し
て
波
線
部
の
よ
う
に
敵
軍
の
煙
硝
壷
が
大
爆
発

し
た
こ
と
で
敵
の
敗
色
は
濃
厚
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
義
弘
の
左
の
方
か

ら
「
白
糸
威
の
鎧
武
者
・
赤
糸
威
ノ
鎧
武
者
、
二
騎
」
が
続
い
て
敵
陣
に
か

け
入
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
義
弘
は
総
攻
撃
を
指
示
、
自
ら
も
忠
恒
と
と
も
に

馬
を
進
め
、
勢
い
づ
く
味
方
の
軍
勢
も
加
わ
っ
て
敵
の
大
勢
を
切
り
崩
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
（
傍
線
部
）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
白
糸

威
と
赤
糸
威
の
鎧
武
者
の
記
述
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
か
か
る
記
事
は
他
の
覚
書
に
は
一
切
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
いＫ
。
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
問
題
の
奇
瑞
は
、
白
糸
威

と
赤
糸
威
の
鎧
武
者
が
敵
陣
へ
突
入
し
た
と
い
う
実
態
を
、
義
弘
（
と
そ
の

周
辺
）
が
白
狐
と
赤
狐
の
出
現
へ
と
作
り
か
え
て
日
本
国
内
へ
と
発
信
し
た

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
べ
く
、
さ
ら

に
こ
の
覚
書
の
性
質
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
確
認
す
べ
き
は
、
霊
験
・
奇
瑞
と
い
っ
た
不
可
思
議
な
出
来
事
に
対

す
る
彦
左
衛
門
の
姿
勢
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
し
た
話
題
を
徹
底
し
て
排
除
す

る
よ
う
な
心
性
の
持
ち
主
で
あ
れ
ば
、
周
囲
が
奇
瑞
と
呼
ぶ
よ
う
な
出
来
事
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が
起
き
た
と
し
て
も
、
自
ら
の
覚
書
の
中
に
は
そ
の
内
容
を
曲
げ
て
で
も
記

さ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
覚
書
中
の
次
の
記
事

を
一
見
し
て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

B
一
、
案
内
者
を
求
め
ん
と
尋
れ
ど
も
、
案
内
す
る
者
な
し
。
如
何
ハ
せ

ん
と
案
ず
る
折
節
、
薮
の
中
よ
り
狐
一
ツ
道
ニ

出
、
身
振
リ

し
て
立
け

る
が
、
南
を
さ
し
て
あ
ゆ
み
行
。
又
畠
の
中
よ
り
鳩
一
つ
立
け
る
が
、

南
を
指
て
飛
て
行
。
誠
ニ

是
ぞ
源
氏
の
氏
神
霊
鳥
と
手
を
合
せ
、
三

度
拝
を
な
し
、
我
君
の
帰
国
の
道
知
ら
せ
給
わ
れ
と
祈
誓
し
て
、
南

を
指
て
尋
行
ニ

、
年
の
齢
四
十
余
歳
な
る
男
の
髪
鬚
白
く
は
ゑ
た
る

が
、
刀
大
小
ニ

な
た
を
指
ぐ
し
、
渋
紙
包
之
物
を
荷
ひ
罷
通
る
に
行

逢
。
…
…

　

関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
て
決
死
の
敗
走
を
続
け
る
う
ち
に
、
島
津
軍
の
前

に
狐
が
現
れ
た
と
あ
る
。
続
け
て
鳩
の
奇
瑞
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
明
確
に
「
源
氏
の
氏
神
霊
鳥
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
覚
書

は
、
島
津
氏
が
源
姓
を
称
し
始
め
た
あ
と
に
、
そ
う
し
た
事
情
に
同
調
す
る

よ
う
な
内
容
を
意
図
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
覚

書
が
こ
う
し
た
姿
勢
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
狐
出
現
の

奇
瑞
が
関
ヶ
原
合
戦
の
箇
所
に
は
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
み
る

と
、
彦
左
衛
門
が
こ
の
場
面
で
奇
瑞
に
言
及
す
る
こ
と
自
体
を
避
け
た
と
考

え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
事
実
と
し
て
白
狐
・
赤
狐
が
泗
川

の
戦
場
に
出
現
し
、
彼
が
そ
の
現
場
を
体
験
し
た
と
す
れ
ば
、
覚
書
な
る
も

の
の
性
質
上
、
そ
れ
を
記
さ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
む
し
ろ
不
自
然
な
の
で
あ

る
。

　

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
覚
書
に
泗
川
の
戦
い
に
お
け
る
狐
出
現
の
奇

瑞
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
出
来
事
が
起
こ
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
白
糸

威
・
赤
糸
威
の
鎧
武
者
の
突
入
と
い
う
、
他
の
覚
書
と
は
大
き
く
異
な
る
出

来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
深
さ
も
浮
上
し
て
く
る
。「
帖
佐
彦
左

衛
門
覚
書
」
は
泗
川
の
戦
場
に
関
す
る
、
他
書
が
伝
え
て
い
な
い
ひ
と
つ
の

重
要
な
事
実
を
記
し
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
諸
書
に
記
さ

れ
た
白
狐
・
赤
狐
の
出
現
と
は
、
実
は
白
糸
威
と
赤
糸
威
の
鎧
武
者
の
突
入

で
あ
っ
た
。
こ
の
奇
瑞
は
、
読
み
替
え
と
い
う
作
為
に
よ
っ
て
、
島
津
軍
の

大
勝
利
を
彩
る
も
の
と
し
て
案
出
さ
れ
、
泗
川
の
現
場
に
い
る
義
弘
周
辺
か

ら
国
内
へ
と
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五　

奇
瑞
を
演
出
す
る
こ
と

　

事
の
経
過
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
慶
長
三
年
十
月
一
日
の
泗
川
の
戦
い
で

勝
利
し
た
総
大
将
義
弘
は
、
そ
の
翌
日
、
在
京
中
の
兄
義
久
へ
戦
勝
報
告
の

た
め
の
注
進
状
を
し
た
た
め
た
。
そ
れ
は
複
数
の
書
面
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
一
通
に
は
、
稲
荷
の
加
護
を
も
の
が
た
る
狐
の
出
現
と
い
う
奇
瑞
が
記
さ

れ
た
。
義
弘
は
こ
の
と
き
、
白
糸
威
と
赤
糸
威
の
鎧
武
者
の
敵
陣
突
入
と
い

う
事
実
を
、
白
狐
と
赤
狐
が
出
現
し
た
奇
瑞
と
し
て
読
み
替
え
、
稲
荷
の
神

慮
を
も
っ
て
島
津
軍
の
勝
利
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。
奇
瑞
を
記
し
た
義
弘
の

注
進
状
は
十
一
月
二
日
に
義
久
の
も
と
に
届
き
、
そ
の
内
容
は
義
久
を
中
継

点
と
し
て
豊
臣
政
権
の
重
臣
た
ち
や
禁
裏
・
公
家
社
会
、
南
九
州
の
島
津
氏

領
国
な
ど
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
義
弘
か
ら
伝
え
ら
れ
た
奇
瑞
の
事
実
性
を
検
討
し
、
そ
れ
が
本

来
は
創
作
さ
れ
た
奇
瑞
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
を
得
た
。
以
下
、
こ
の
こ
と
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が
示
唆
す
る
事
柄
に
つ
い
て
展
望
を
含
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

彦
左
衛
門
の
証
言
（
引
用
A
）
は
事
件
展
開
の
面
で
も
特
徴
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
義
弘
の
注
進
状
に
は
、
赤
白
の
狐
の
出
現
に
よ
っ
て
敵
方
が
劣

勢
に
な
る
と
い
う
事
件
展
開
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
帖
佐
彦
左
衛
門

覚
書
」
に
は
、
敵
軍
を
引
き
つ
け
て
か
ら
攻
撃
す
る
と
い
う
策
を
と
っ
た
島

津
軍
が
優
位
に
立
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
混
乱
し
た
敵
軍
が
「
塩
焇
壷
」
の
爆

発
が
お
き
た
こ
と
で
さ
ら
に
混
乱
す
る
と
、
そ
の
と
き
義
弘
の
傍
ら
か
ら
白

糸
威
と
赤
糸
威
の
鎧
を
着
た
武
者
が
突
入
し
た
、
と
あ
る
。
両
者
を
比
較
し

て
み
れ
ば
、
前
者
は
奇
瑞
の
効
果
が
際
立
つ
展
開
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
奇
瑞
話
は
単
純
に
武
者
を
狐
に
置
き
か
え
た
だ
け
で
は
な
く
、

相
応
に
練
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
こ
の
と
き
の
義
弘
の
対
応
の
素
早
さ
で
あ

る
。
義
弘
は
こ
の
勝
利
を
合
戦
の
翌
日
に
は
国
内
へ
と
伝
え
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
右
に
述
べ
た
よ
う
な
奇
瑞
の
内
容
も
発
信
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
で
は
、
奇
瑞
の
創
出
と
い
う
作
為
は
い
つ
着
想
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
激
戦
の
後
に
着
想
さ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
ご
く
短
時
間
の

う
ち
に
こ
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

併
せ
て
勘
案
す
べ
き
は
、
義
弘
か
ら
の
知
ら
せ
を
受
け
た
義
久
が
、
戦
場

に
稲
荷
の
使
者
で
あ
る
狐
が
現
れ
る
の
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
こ
と
と
す

る
文
面
を
し
た
た
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
仮
に
義
弘
が
狐
出

現
と
い
う
奇
瑞
を
思
い
つ
い
て
報
じ
た
と
し
て
も
、
そ
の
象
徴
性
や
、
あ
え

て
創
出
し
た
こ
と
自
体
の
意
義
を
義
久
の
側
が
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
演
出
は
何
の
意
味
も
発
揮
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
知
ら
せ
を
受
け

た
あ
と
の
義
久
の
行
動
が
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
わ
け
だ
が
、
先
述
の
通

り
、
義
久
は
何
の
疑
い
も
な
く
、
か
つ
こ
れ
を
恒
例
の
こ
と
と
す
る
よ
う
な

誇
張
も
含
め
て
、
即
座
に
周
囲
へ
こ
れ
を
伝
達
し
て
い
た
。
義
久
と
義
弘
の

一
連
の
な
め
ら
か
な
対
応
は
、
戦
場
で
こ
の
奇
瑞
を
演
出
す
る
こ
と
や
そ
れ

が
日
本
国
内
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
意
義
を
、
二
人
が
事
前
に
了
解
し
合
っ

て
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
え
て
一
歩
踏
み

込
ん
で
展
望
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
奇
瑞
を
戦
場
で
演
出
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
に
先
立
つ
あ
る
時
点
か
ら
予
定
さ
れ
、
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
「
帖
佐
彦
左
衛
門
覚
書
」
が
記
す
内
容
に
実
態
に
近
い

様
相
を
読
み
取
っ
た
の
だ
が
、
実
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
、
敵
に
敗
色
が
見
え

て
ま
さ
に
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
、「
義
弘
様
左
之
方
」
か
ら
「
白
糸
威
の
鎧

武
者
・
赤
糸
威
ノ
鎧
武
者
」
が
「
連
て
」
駆
け
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
自
体
、

ど
こ
か
作
為
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
こ
と
自
体
が
演

出
で
あ
っ
た
可
能
性
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。
こ
う
し
た
仮
説
の
検
証

は
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
困
難
を
伴
う
の
だ
が
、
本
稿
で
確
認
し
て
き
た
諸

状
況
は
こ
う
し
た
展
望
を
退
け
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

義
弘
は
戦
場
で
演
出
し
た
奇
瑞
を
報
じ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
そ
の
演

出
の
ね
ら
い
を
、
な
ぜ
狐
（
稲
荷
）
と
の
関
係
を
取
り
あ
げ
た
の
か
と
い
う

問
題
と
絡
め
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
を
次
な
る
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　

以
上
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
北
島
万
治
氏
『
朝
鮮
日
々
記
・
高
麗
日
記　

秀

吉
の
朝
鮮
侵
略
と
そ
の
歴
史
的
告
発
』（
一
九
八
二
・
四　

そ
し
え
て
）、
山
本

博
文
氏
『
島
津
義
弘
の
賭
け
』（
二
〇
〇
一
・
十　

中
央
公
論
社　

初
出
一
九

九
七
・
八　

読
売
新
聞
社
）、
村
井
章
介
氏
「
島
津
史
料
か
ら
み
た
泗
川
の
戦

い
│
│
大
名
領
国
の
近
世
化
に
ふ
れ
て
│
│
」（「
歴
史
学
研
究
」
736　

二
〇
〇

〇
・
五
）、
北
島
万
治
氏
『
壬
辰
倭
乱
と
秀
吉
・
島
津
・
李
舜
臣
』（
二
〇
〇
二
・
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七　

校
倉
書
房
）、
中
野
等
氏
『
秀
吉
の
軍
令
と
大
陸
侵
攻
』（
二
〇
〇
六
・
十

二　

吉
川
弘
文
館
）、
同
氏
『
文
禄
・
慶
長
の
役
』（
二
〇
〇
八
・
二　

吉
川
弘

文
館
）、
貫
井
正
之
氏
「
泗
川
戦
、
島
津
軍
、
鼻
切
り
」（
同
氏
『
豊
臣
・
徳
川

時
代
と
朝
鮮
』
所
収　

二
〇
一
〇
・
六　

明
石
書
店
）
等
参
照
。

（
２
）　

島
津
氏
の
素
姓
と
由
緒
に
つ
い
て
は
、
朝
河
貫
一
氏
「
島
津
忠
久
の
生
ひ
立

ち
│
│
低
等
批
評
の
一
例
│
│
」（「
史
苑
」
12
‐
４　

一
九
三
九
・
七
）、
竹

内
理
三
氏
「
島
津
氏
源
頼
朝
落
胤
説
の
起
り
」（「
日
本
歴
史
」
49　

一
九
五

二
・
六
）、
三
木
靖
氏
「
島
津
氏
の
系
譜
」（『
戦
国
史
叢
書
10　

薩
摩
島
津
氏
』

所
収　

一
九
七
二
・
六　

新
人
物
往
来
社
）、
野
口
実
氏
「
惟
宗
忠
久
を
め
ぐ
っ

て
│
│
成
立
期
島
津
氏
の
性
格
│
│
」（「
立
命
館
文
学
」
521　

一
九
九
一
・

六
）、
井
原
今
朝
男
氏
「
鎮
西
島
津
荘
支
配
と
惣
地
頭
の
役
割
│
│
島
津
荘
と

惟
宗
忠
久
│
│
」（
同
氏
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
所
収　

一
九
九
五
・

四　

校
倉
書
房　

初
出
一
九
七
六
・
四
。
改
題
・
改
稿
。）、
大
賀
郁
夫
氏
「
近

世
期
に
お
け
る
島
津
忠
久
の
頼
朝
落
胤
「
伝
説
」
に
つ
い
て
」（「
薩
摩
藩
法
令

史
料
集
月
報
」
２　

二
〇
〇
五
・
一
）、
林
匡
氏
「
島
津
家
由
緒
を
め
ぐ
っ
て

│
│
元
禄
か
ら
正
徳
期
に
お
け
る
政
治
的
役
割
│
│
」（「
旧
記
雑
録
月
報
」
28　

二
〇
〇
七
・
一
）、
小
宮
木
代
良
氏
「
近
世
前
期
領
主
権
力
の
系
譜
認
識
│
│

寛
永
諸
家
系
図
伝
の
作
成
過
程
か
ら
│
│
」（
九
州
史
学
研
究
会
編
『
境
界
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ　
『
九
州
史
学
』
創
刊
五
〇
周
年
記
念
論
集
上
』
所
収　

二
〇
〇
八
・
十
二　

岩
田
書
院
）、
水
野
哲
雄
氏
「
島
津
氏
の
自
己
認
識
と
氏

姓
」（
同
前
論
集
所
収　

二
〇
〇
八
・
十
二　

岩
田
書
院
）、
鈴
木
彰
「
再
編
さ

れ
る
十
六
世
紀
の
戦
場
体
験
│
│
島
津
氏
由
緒
と
の
関
わ
り
か
ら
」（「
文
学
」

隔
月
刊
13
‐
５　

二
〇
一
二
・
九
）
等
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

（
３
）　

注（
２
）小
宮
論
文
。

（
４
）　

注（
２
）拙
稿
。
本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
前
稿
」
は
す
べ
て
こ
れ
を
指
す
。

（
５
）　

尚
古
集
成
館
蔵
。
た
だ
し
、
囲
ん
だ
部
分
の
文
字
は
尚
古
集
成
館
所
蔵
文
書

で
は
虫
損
し
て
い
る
た
め
、『
旧
記
雑
録
後
編
三
』
五
五
五
文
書
で
補
っ
て
示

し
た
。

（
６
）　

新
城
は
三
方
が
海
で
囲
ま
れ
て
い
た
た
め
、「
水
之
手
」
は
海
側
の
意
か
。

（
７
）　

こ
の
点
は
注（
２
）拙
稿
で
も
言
及
し
た
。

（
８
）　

同
年
十
一
月
六
日
付
け
の
「
島
津
龍
伯
（
義
久
）
書
状
」（
義
弘
・
忠
恒
親

子
宛
。『
島
津
家
文
書
』
一
一
四
一
）
に
も
「
毎
度

0

0

左
様
之
験
共
雖
有
之
」
と

あ
る
。

（
９
）　
『
旧
記
雑
録
後
編
三
』
六
三
九
（
一
部
表
記
を
改
め
た
）。
同
書
の
引
用
は
『
鹿

児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
後
編
三
』（
鹿
児
島
県　

一
九
八
三
・
一
）
に
よ
る
。

以
下
同
じ
。

（
10
）　

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
蔵
『
諸
旧
記　

上
』
所
収
本
（
傍
書
は

採
用
せ
ず
）
に
よ
る
。

（
11
）　
『
旧
記
雑
録
後
編
三
』
一
七
四
。

（
12
）　

玉
里
文
庫
『
諸
旧
記　

上
』
所
収
本
に
よ
る
。
注（
１
）村
井
論
文
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
。

（
13
）　
『
旧
記
雑
録
後
編
三
』
一
四
〇
六
。
そ
の
記
事
に
は
慶
長
二
年
に
大
重
平
六

は
六
十
四
歳
と
あ
る
。
こ
の
覚
書
は
本
人
の
末
裔
が
ま
と
め
、
藩
に
提
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
14
）　
『
島
津
世
家
』、『
島
津
世
禄
記
』、『
西
藩
野
史
』、『
島
津
国
史
』
等
参
照
。

他
に
も
、『
旧
記
雑
録
後
編
三
』
が
掲
載
す
る
「
島
津
義
弘
譜
」（
四
八
八
）、「
島

津
家
久
譜
」（
四
九
〇
）、「
旧
記
抄
」（
五
一
一
）
等
に
も
こ
の
奇
瑞
が
み
え
る
。

（
15
）　

注（
１
）に
示
し
た
歴
史
学
の
諸
研
究
で
も
諸
覚
書
が
活
用
さ
れ
て
は
い
る

が
、
奇
瑞
記
事
に
つ
い
て
は
合
戦
の
実
態
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
一
切
言
及
さ

れ
な
い
か
、
も
し
く
は
こ
う
し
た
奇
瑞
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う

指
摘
の
み
す
る
と
い
う
姿
勢
が
と
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）　

島
津
氏
と
稲
荷
の
関
わ
り
を
扱
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
安
藤
保
氏
「
島

津
家
と
稲
荷
大
明
神
・
狐
」（「
朱
」
48　

二
〇
〇
五
・
三
）
が
あ
り
、
そ
こ
で

も
泗
川
で
の
奇
瑞
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
指
摘
す
る

こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
本
稿
と
は
観
点
が
異
な
る
。

（
17
）　

こ
の
奇
瑞
を
意
図
的
に
喧
伝
す
る
、
近
世
後
期
以
降
の
諸
動
向
に
つ
い
て
は

別
稿
で
扱
う
。

（
18
）　

源
姓
の
由
緒
で
あ
り
な
が
ら
、
八
幡
・
鳩
で
は
な
く
稲
荷
・
狐
の
奇
瑞
と
と

も
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
違
和
感
を
受
け
止
め
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
は

軍
記
・
語
り
物
研
究
会
二
〇
一
二
年
度
大
会
（
八
月
二
十
二
日　

於
梅
光
学
院
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大
学
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
論
文
化
を
進
め
て
い
る
。

（
19
）　

本
稿
で
は
玉
里
文
庫
本
に
よ
る
。玉
里
文
庫
本
は
写
本
一
冊
。整
理
番
号
「
天

５
信
／
211
」。
外
題
「
七
部
合
本
」
と
し
て
他
六
点
と
合
綴
。
全
二
十
三
丁
。

明
治
二
十
年
八
月
に
平
田
宗
高
本
、
同
九
月
に
得
能
本
で
校
合
さ
れ
て
お
り
、

島
津
久
光
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

（
20
）　

鎧
武
者
の
記
事
に
言
及
す
る
文
献
が
近
世
後
期
に
現
れ
る
が
、
そ
の
依
拠
資

料
は
「
帖
佐
彦
左
衛
門
覚
書
」
で
、
他
の
文
献
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
近
世

の
時
点
で
す
で
に
同
じ
状
況
だ
っ
た
よ
う
だ
。

〔
使
用
テ
キ
ス
ト
〕　

寛
永
諸
家
系
図
伝
…
…
日
光
東
照
宮
社
務
所
編
『
日
光
叢
書　

寛

永
諸
家
系
図
伝
』
第
一
巻
（
一
九
八
九
・
十
二　

続
群
書
類
従
完
成
会
）、『
島
津
家

文
書
』
…
…
『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十
六
島
津
家
文
書
之
一
・
二
』、
惟
新

公
御
自
記
…
…
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
本
（
天
５
信
／
232
）。『
第
二
期

戦
国
史
料
叢
書　

島
津
史
料
集
』（
一
九
六
六
・
八　

人
物
往
来
社
）
の
訓
読
本
文

も
参
考
に
し
た
。『
旧
記
雑
録
後
編
三
』
…
…
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
後
編

三
』（
鹿
児
島
県　

一
九
八
三
・
一
）、『
征
韓
録
』
…
…
玉
里
文
庫
本
（
天
６
／
301

／
１
‐
６
）。『
第
二
期
戦
国
史
料
叢
書　

島
津
史
料
集
』
も
参
考
に
し
た
。
こ
れ
ら

以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
注
の
中
で
示
し
た
。
引
用
に
際
し
て
、
適
宜
句
読
点
・
濁

点
等
を
施
し
た
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
十
二
〜
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
課
題
番
号22520201

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

資
料
の
閲
覧
・
利
用
を
お
許
し
下
さ
っ
た
関
係
諸
機
関
の
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
稿
に
は
、
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
二
〇
一
二
年
度
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
の

内
容
（
特
に
前
半
部
）
を
元
に
し
た
部
分
が
あ
る
。
発
表
前
後
に
お
世
話
に
な
っ
た

各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


